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第２次川根本町総合計画（平成29～38年度）を策定しました
【内容】
　川根本町では、第１次総合計画が平成28年度末をもって計画期間の満了
を迎えたため、これまでの進捗状況や新たな課題等を把握・整理し、また、社
会情勢の変化など、当町を取り巻く状況を反映し、総合的・戦略的な視点に立
った第２次川根本町総合計画を策定しました。

〈計画の構成〉
●基本構想
　総合計画の根本となる「基本理念」を示し、この理念に基づいた「目指すべ
き川根本町のすがた」と、それを実現するための施策の方向性を示します。
●基本計画
　基本構想に示した目標に向けて進める施策を体系的に定め、事業評価の指
標となる数値目標、重点的に取り組むべきプロジェクトについて定めています。
●実施計画
　基本計画に示した施策を進めるため、具体的な事業内容・事業費及び実施
年度を明らかにし、財政計画との整合を図るものです。

【基本構想の概要】
〈町の将来像〉
水と森の番人が創る癒しの里　川根本町 ～豊かな自然、お茶と温泉に彩られた、だれもが安心して暮らせるふるさと～

〈基本理念〉
１　ひとづくり　「地域への誇りと愛着、豊かな才能を持った人があふれるまち」
２　魅力づくり　「誰もが暮らしやすいまち」
３　活力づくり　「豊かな生活を支える活力をつくる」
４　「ひとづくり」 「魅力づくり」 「活力づくり」 の３つの軸の好循環

【基本計画の概要】

【計画構成図】

●強みを活かすプロジェクト
　「川根茶・温泉・自然等の川根本町の強みを活かし
た施策の推進」
　川根茶ブランド化、林業の拠点整備、エコツーリズ
ム、ユネスコエコパーク、美しい村連合、千年の学校、
マイスター、プロモーションの促進　など

●人口減少の克服を目指すプロジェクト
　「出生率向上、人口流出の抑制、人口流入のための
施策の推進
　起業支援・事業拡大、小規模校の良さを活かした教
育、子育ての不安解消、医療・介護の充実化　など

【教育・文化分野】
学校教育、産業人材育成、生涯学習・生涯スポーツ
　教育ビジョンの推進、ＩＣＴ教育の推進、川根高校
の魅力化促進、若者交流センターの活用　など

【自然・環境・伝統】
歴史・文化、自然環境、景観形成、環境保全
　伝統文化の保全・継承、ユネスコエコパークの推進、
美しい景観の保全と活用、日本で最も美しい村連合
の推進　など

【健康・福祉分野】
保健・医療、地域・高齢者・障がい者福祉、子育て支援
　健康管理システムの導入、地域包括ケアシステム
の構築、介護人材等の確保・育成、子育て支援施設の
拡充　など

【住民参加・行政運営】
地域づくり、行財政
　地域活動の推進、住民主体のまちづくり、横の連携を密
にした組織運営　など

【生活環境・基盤整備】
地域基盤、生活環境、生活安全
　利便性が高い公共交通体制の構築、あらゆる分野
でのＩＣＴの活用、移住定住の促進 など

【産業・労働分野】
農林業、商工業、観光業、プロモーション
　川根茶ブランド化、経営基盤強化、販売戦略、担い手育成、
林業拠点整備、6次産業化の促進、プロモーション  など

※概要版を作成し、各戸配布します。
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ここにも、一つの物語。
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネット
ワーク事務局を担当。平成 28年４月から一般社
団法人エコティかわねの事務局長としてエコツー
リズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティかわね 事務局長

神東美希
の

３月18日、大井川鐵道・井川線
の全線開通記念イベントが

行われました。エコティでも「南ア
ルプスあぷとラインで行く途中
下車の旅デラックス」と題したツ
アーを開催。

記念式典もあり、千頭駅も列車
内も大賑わいでしたが、土本

駅で乗り降りしたのは私たちだけ
でした。乗客たちは「あの人たちこ
こで降りて何するんだろう？」と
不思議そうな顔で見ていました。

地元ガイドだからこそ知って
いるとっておきの場所へ連

れていったり、民家の縁側でお茶
やお菓子をいただいたり。奥大井
湖上駅でお弁当を食べて、レイン

ボーブリッジを渡って接岨峡まで
散策。沿線をこんなに歩き回って
満喫したのは、おそらく私たちだ
けだと思います。

お客様の評価が高かったポイ
ントは「地元の人と交流でき

た」こと。観光ガイドブックには絶
対載ってないし、地元に密着した
エコティのツアーだからできる強
みでもあります。

２月と３月には、町からの委託
事業で大井川鐵道沿線、なか

でも南部地域を使ったモニターツ
アーを２回行いました。１回目は
塩郷駅沿線の久野脇・三津間地区。
２回目は田野口、徳山地区でした。

エコティのスタッフだけでな
く、住民の方々が「地域おも

てなし人」として活躍してくださ
いました。案内に不慣れな方もい
らっしゃいましたが、「お客様に喜
んでいただきたい」という想いは
十分伝わっていたと思います。

既存の観光地ではない場所に
お客様をお連れするには、看

板やトイレなどの設置はもちろ
んですが、住民の皆さんの理解と
協力が不可欠です。エコティはこ
ぢんまりした活動しかできませ
んが、今後も大井川鐵道本線並び
に井川線を活用していきたいと
思っているので、沿線の皆さん、
ご協力よろしくお願いいします。
せっかく全線開通したのだから、
井川とコラボした企画も検討し
たいです。

土本駅で降りて
列車に手を振る参加者。
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平
成
28
年
度「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
つ
い
て
の
公
表

特
別
社
員
の
称
号
と
特
別
社
員
章
を
お
贈
り
し
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
赤
十
字
活
動
資
金
へ

の
ご
協
力
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
も
う
け
、
感

謝
の
意
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
27
日
、
日
本
赤
十
字
社
静
岡
県
支
部
長

よ
り
徳
山
建
設
株
式
会
社
へ
、
特
別
社
員
の
称

号
と
特
別
社
員
章（
門
標
）を
お
贈
り
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
、
赤
十
字
事
業
に
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
件
数
：
２
８
０
件　
◆
寄
附
金
額
：
９
８
３
万
６
千
５
４
４
円

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
川
根
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
充
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
１
）
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
事
業

　
　
　
啓
発
看
板
の
設
置
、ガ
イ
ド
育
成
の
た
め
の
情
報
収
集
と
養
成
研
修
の
実
施
な
ど
。

（
２
）
在
宅
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
調
理
が
困
難
で
あ
っ
た
り
栄
養
改
善
が
必
要
な
高
齢
者
等
へ
の
お
弁
当
の
配
達
。

（
３
）
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
「
奥
流
（
お
う
る
）」
施
設
運
営
管
理
事
業

　
　
　
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
「
奥
流
」
の
運
営
管
理
。

（
４
）
観
光
施
設
等
整
備
事
業

町
内
キ
ャ
ン
プ
場W

i-Fi

の
整
備
、
千
頭
駅
前
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
整
備
、

吊
橋
の
整
備
な
ど
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
豊
か
な
自
然
、
お
茶
と
温
泉
に
彩
ら
れ
た
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
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